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 倉吉市教育振興基本計画（素案） 明日の倉吉の教育を考える委員会提言 H22倉吉市の教育と重点施策 
平成２２年度学校教育の方針と重点施策 

倉吉教育の基本 より 

学校教育審議会意見等（審①＝第1回審議会での意

見、後審①＝第1回審議会後の意見、教委⑥＝6月

定例教育委員会、教委⑦＝７月定例教育委員会） 
策

定

に

あ

た

っ

て 

１０年先を見て今後５年間で取り組む内容について 
 
第１１次倉吉市総合計画との関係に留意 

 
教育基本法第１７条２項の規定に基づくものとして策定 

 
地域に根ざしたものにしていく 

 
 
 
 
 
 
 

 後審①明日の倉吉の教育を考える会が出した提言の

中の項目が、是非、方針や重点施策として反映され

ることを望む。 
 

倉

吉

市

教

育

の

現

状

と

課

題 

【学校教育に関連して】 
○学力実態について 
 ・全国学力・学習状況調査や全国標準学力テストの分析等で市の学力調査を積 

  み上げている 
 ・基礎・基本に関する学習内容について本市の教育水準は概ね維持されている。 
 ・全国学力・学習状況調査の結果では、知識・技能を実生活の様々な場面に活 
  用する力等に課題がある。 
 ・中学校において、英語科で全国平均をやや下回る傾向が見られる。  
○学力と生活・学習習慣の関連について 
 ・朝食を毎日食べている生徒の割合は全国より高い。 
 ・テストで間違えたところを見直ししている生徒、家で学校の宿題をしている 
  生徒の割合は全国より低い。 
 ・学校や地域の図書館によく行っている児童、いま住んでいる地域の行事に参 
  加している児童の割合は全国より高い。 
 ・ものごとを最後までやりとげてうれしかったことがある児童の割合は全国よ 
  り低い。 
○少人数学級について 
 ・少人数学級を実施することで、教師の目が行き届き、きめ細やかな指導につ 
  ながっている。 
 ・落ち着いた環境で学ぶことができ、子ども・保護者の安心感がある。 
○児童生徒の体力について 
 ・本市の児童生徒の体力平均値は、全国の児童生徒の体力平均値より例年高い 
  傾向にある。 
 ・体格においては、児童生徒ともにほぼ似たような体格であると言える。 
 ・食育の取り組み、運動をする習慣化により、肥満度傾向・痩身傾向児の正常 
  範囲の児童生徒の割合が多い。 
 ・小学校児童の男女とも長座体前屈の数値が低く、体が硬い傾向にある。中学 
  校の持久力が全国の平均値より低い  
○生徒指導の実態について 
 ・問題行動の発生件数は減少傾向にある 
 ・携帯電話等の普及により子ども同士のネットワークが広がり、生徒指導上の 
  問題の広域化の傾向が見られる。 

将来の倉吉市を背負う子どもたちに「生きる力」、「人

間力」をつけていくことが重要との観点から、本市に

おいては「確かな学力」「豊かな心とたくましい体」

「地域に誇りと愛着をもつ子ども」の育成を重点とし

て各校が特色ある学校づくりに努めている。 
 学校教育の第一の責務は「確かな学力」を身につけ

させることにある。過去３年間の全国学力・学習状況

調査の結果をみると、本市児童生徒の学力は全国と

比べて高い水準を維持しており、各学校の取り組み

が実を結んでいるといえる。同調査の質問紙調査によ

ると、規範意識、他者との関係等の面では良い反応

を示している。また、本市児童生徒の体力、運動能

力は全国と比較しても決して遜色のない結果となっ

ている。さらに、市内全小中学校がウェブページを

開設し、児童生徒の活動状況や学校評価の結果等広

く保護者や地域に情報発信をしており、開かれた学

校づくりに向けた取り組みが推進されていることが

わかる。 
 このように、本市学校教育のこれまでの営みが一定

の成果をあげてきているものと考える。 
 その反面、本委員会では、 
 「就学前教育（幼稚園・保育園）と学校教育との

連携がうまく図れ、一人一人が大切にされた接続がな

されているのか。」 
 「価値観が多様化していく中で、家庭教育のあり

方をどのように考え、保護者への働きかけをいかに

していくべきか。」 
 「５年後には小学校児童数が３００名近く減少する

中で、学力向上と健やかな成長を図る上で、学校・学

級集団の規模が適正であるのか。」 
など、本市学校教育が抱える課題が多岐にわたること

も提起された。 

〈倉吉教育の基本〉 
「人と自然と文化がつくる『キラリと光る新中核都

市』」それは何よりも市民が快適に働き、学び、憩う

ことができ、安心して暮らせる自然環境の下、まちに

誇りと愛着を持って住み続けることを実現すること

であり、第１０次倉吉市総合計画の基本理念である

「誰もがいきいきと安心・安全に暮らせるまちづく

り」「魅力と活力に満ち、交流とにぎわいを生み出す

まちづくり」「ともに支え、ともにつくるまちづくり」

の実現に向け、教育行政を総合的に推進します。本年

度は計画期間の最終年度であり、その結果がより反映

されることとなります。 
 倉吉市教育委員会は、「豊かな個性を育む人づくり

の推進」、「魅力ある歴史・文化資源を活用した文化の

振興」を基本目標として、あらゆる世代がそれぞれの

ライフスタイルにあわせて、いつでも・どこでも幅広

い学習や、文化・スポーツ活動を楽しむことができる

条件整備を推進するとともに、心と体の健康な子ども

が育つ環境作りを推進します。その中で、「生涯学習

の推進」「義務教育の充実」「文化財の保護と活用」「体

育・スポーツの振興」などに重点を置きながら、生涯

学習社会の実現に努めます。 
また、学校教育におきましては、豊かな心とたくまし

く生きる力をもつ子どもの育成を目指して、地域とと

もにつくる開かれた学校教育を推進し特色ある教育

活動の展開に努めます。 
 加えて昨今、青少年の非行等が社会問題になってい

る現状に鑑み、青少年が社会のルールや規範意識を身

に付け、更には社会の役にたつ行動ができるような人

づくりに向けて、学校、家庭、地域社会及び関係機関

との連携を密にして、広く市民の理解と協力を得なが

ら積極的に推進します。 
〈学校教育の方針と重点施策〉 
学校教育においては、児童生徒が共に学び楽しく学

校生活をおくることをとおして、夢や希望をもち生涯

にわたりその実現に向けて努力する態度や能力の基

礎を育むことをねらいとしています。 
 近年、情報化や国際化、少子高齢化や一人親家庭の

増加など、子どもを取り巻く社会情勢の変化につれ

て、保護者の価値観やライフスタイルも変化し、地域

の人と人のつながりも希薄化していることなどの理

由により、子どもたちの学力や生活習慣等に様々な課

題が生まれています。 
 そうした背景にあって、これからの学校教育におい

ては、子どもたちが自ら学び、自ら考える力を育むこ

とを基本として、知・徳・体のバランスのとれた教育

を展開し、確かな学力と豊かな心と健やかな体（「生

後審①子どもたちの置かれている状況が、厳しいと

感じる場面が非常に多くなっている。社会の経済状

況の悪化が、子どもの貧困と格差の拡大を引き起こ

していることに危機感を持つ。 
後審①子どもたち一人一人を見てみると、家庭の経

済状態により、基本的生活習慣や様々な体験の量・

質、情報の量・質に大きな格差が見られ、ひいては、

学力・体力、スポーツ、文化・芸術にまで格差を生

み出している。 
後審①親の生活リズムも子どもそっちのけのものと

なっている。子どもとの遊び方のわからない保護者

がいる。 
後審①保護者の不安定な経済状態を将来子どもが引

き継がない取り組みを考えていく必要がある。 
後審①大人は、次代の社会を担っていく人材（社会

人であり家庭人）を育成していく上で、家庭のみな

らず地域社会全体、ひとり一人の存在が、子どもた

ちにとって環境であるということを自覚して、子ど

もたちに関わっていく必要がある。 
後審①教育の機会均等、格差の是正、進路保障が大

きな命題だと考える。 
教委⑦学力について、保護者がそこそこできればよ

いと考えているのではないかと気になる。スポーツ

面や芸術面などではそうでない人も出ている。見習

いたい。 
 
 
 
 

倉吉市教育振興基本計画（素案）と提言、審議会意見等対照表 220830 
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 ・家庭の環境が原因と考えられる事例が見られる。 
 ・長期欠席者の改善例も多くあるが、新たな長期欠席者も少なくない。  
○学校公開の状況  
 ・全市で学校一斉公開を実施している。 
 ・学校評価の公表は市内の小中学校で１００％である。 
・ホームページの公開状況は市内の小中学校で１００％である。  

○教育を考える会 
 ・教育を考える会を開催することにより、中学生の地域行事への参加が増えた

り、あいさつ運動など地域ぐるみの取り組みが活発となったという地域があ

る。 
 ・子どもに関わる大人が一堂に会して話し合うことで、今の親の悩み学校の取 
  り組みの様子が地域に理解された。 
 ・参加者の固定、地域により取り組みに差があることが課題となっている。 
○地域との関わりについて 
 ・今住んでいる地域の行事に参加している児童の割合は全国より高い。 
○家庭教育の状況 
 ・児童生徒の家庭環境（保護者の経済的格差等）による児童への影響の懸念（基

本的生活習慣の定着、基礎学力の定着） 
○学校、家庭、地域の役割の明確化 
  学校の役割：バランスよく知・徳・体の力を身につけさせると同時に集団の 
        中での人間関係の基本を身につけさせる。 
  家庭の役割：子どもが生きていく上で必要な基本的生活習慣や規範意識を身 
        につけさせると同時に、心と体を休める場となる。 
  地域の役割：子どもが活動できる安心・安全な場を提供するとともに、地域 
        全体で家庭での教育を支え、学校と協力して子どもを見守り、 
        育てる。 
○幼保小連携 
 ・福祉部局と一体化した移行支援の取り組みは進んでいる。 
 ・幼稚園・保育園、小学校、中学校のさらなる連携の強化充実が期待されてい 
  る。 
○給食、食育の推進状況 
  
○教員の業務について 
 ・教員個人によって差はあるものの時間外勤務が常態化しており、子どもと向 
  き合う時間の確保が望まれている。 
○児童・生徒数の推移 
 ・全体として減少、大多数の学校で減少、増加が見込まれる学校は少数である。 
  今後適正な学級・学校の規模、校区のあり方について検討が必要となってく 
  る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 これらの課題解決を進めていく中で、私たちは「学

校・家庭・地域がそれぞれの役割を明確にするとと

もに互いの連携を強化すること（横のつながり）」と

「就学前から学校、そして社会へとつなぐ系統的な

プログラムの作成を図ること（縦のつながり）」とを

うまく合致させていくことが重要ではないかと考え

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

きる力」）を、さらに育むことを目指して学習指導要

領の改訂が行われました。 
 本市においては、第１０次総合計画「人と自然と文

化がつくる『キラリと光る新中核都市』」を将来都市

像に掲げ、学校教育では基本目標「豊かな心と文化を

育むまちづくり」の推進にあたり、本市が培ってきた

自然・歴史・文化という特性を活かしながら、学校と

家庭と地域社会の連携のもと、各校が特色ある充実し

た教育活動を展開し、学力の向上や豊かな心とたくま

しい体づくりをめざし、故郷に誇りと愛着をもつこと

ができる子どもの育成に努めてきました。 
 学校教育課としては、これまでの取組をさらに推進

するとともに、学習指導要領改訂の趣旨を生かした教

育活動も積極的に取り入れるなどし、あらゆる教育活

動をとおして本市の子どもたちに「生きる力」を育む

ことに努めます。さらには、開かれた学校づくりや学

校評価をとおして、児童生徒や家庭、地域社会から信

頼される教育を目指します。また、倉吉市学校教育審

議会を設置し、教育活動がより一層充実するために必

要な条件整備や指導・支援に努めます。 
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【教育理念】 
 
倉吉の教育方針 
豊かな心を持ち、個性を発揮する人づくり 

 

 豊かな心 

  美しいものに対して美しいと感じる心 
人に対しての優しさや思いやり、人とのつながりの中に豊かさを感じる心 
物質的な豊かさだけではなく、何げない生活の中にある豊かさを感じとる心 
大地に根ざし、culture（耕す）ことによって創造することに豊かさを感じる 
心 
快適に働き、学び、遊び、憩うことができ、安心して暮らせることに喜びを 
感じる心 
まちに誇りと愛着を持って住み続けることに喜びを感じる心 

 

個性を発揮する人 

 一人一人の持っているかけがえのないその人のよさ、その人らしさを磨き、

発揮できる人 
 社会の中で自立し、社会に貢献しつつ自己実現を図る人 
 一人一人のよさ、その人らしさを発揮できる地域・社会づくりが基盤となる 
 文化・スポーツ・芸術や伝統芸能などで力を発揮したり、それらの良さを自 
 分らしさとしたりしている 
  

豊かな心を持ち、個性を発揮する人づくり 後審①ものに感謝する心を養う 
後審①みんなで協力してものごとを作り上げる力を

養う（そこには、リーダーがあり、副リーダーがあ

り、それを支えるみんながいる） 
後審①世の中が何でも便利になりすぎて子どもたち

に「やる気」をなくしているように思う。自分が子

どもの頃は学校は楽しいところで「部活命」のよう

な気持ちだったが、子どもたちは今、そういう子が

少ないように思う。「やる気」を育てる環境をつくっ

てやりたい。 
 
 

倉

吉

市

の

教

育

目

標 

・幅広い知識、豊かな心、健やかな体を養う。 

 知・徳・体の調和のとれた人を育成 
 人格の完成 
 よく生きる 
 人権 
 人の気持ちが理解できる 

・個性を尊重し、創造性、自主・自律性を培う。 

  個性をよりよく発揮 
  タフな心 
  社会で自立する力 
  自己実現 
  社会のルール 
・社会の一員として、参画し寄与する態度を養う。 

  タフな心  
  社会で生きていける 

社会のルール 
・自然を大切にし、伝統と文化を尊重する態度を養う。 

  環境がよい、純朴、素直 
・郷土を愛し、他人や他地域を尊重する態度を養う。 

  倉吉らしさ 
  倉吉にあっても、他の地域にあっても倉吉を愛する 

お互いが支え合う 
人権が尊重される 

 
 

(１)倉吉の教育を進めていく上で、倉吉らしさを出し

た目標や基準などの作成を行うこと。 
○目標や方策、計画、手だてを明確にする 
○いまある「倉吉らしさ（自然・環境・文化・人間性

など）」を伸ばす 
○これからの「倉吉らしさ」を創造する 
○具体性のある取り組みについて検討する 
・自分たち（倉吉）でどうやっていくのかを決めるこ

とが大切。 
・本市の現状から「こうしたい」というミッション、

方向性を決めること。そして、そのために具体的にで

きることを考えていきたい。 
・倉吉のどこに良さや可能性があるのかを見定めて、

それを活かし、どうしていくのかを話し合いたい。 
・総括的なものでなく倉吉独自のものが出来たらと

思う。 
・大人になって、一度外に出ていた人が地域に帰って

くるような「倉吉方式」にこだわりたい。 
・子どもの様子や実態を見て、倉吉の教育についてで

きるだけ具体的な方策を盛り込んだ提言にしていき

たい。 
・現在の教育問題への対症療法も必要だが、問題の再

生産にならないよう、遡らなくてはいけない。ビフォ

アケア、予防教育のようなものが必要。 
・倉吉市のスタンダード、目標となるものを作るの

がいい。 
・子どもの「人権」に関する文言が理念の中にあった

方が良いのではないか。 
・理念は大きな枠組みのようなもので個々の内容を集

約したものになる。それぞれの柱の中で具体的な内容

は盛り込んでいくのが良い。 
・何をもって「倉吉らしさ」とするのか。共通の認識

が必要ではないか。 
・環境が良いことが「倉吉らしさ」の一つと思う。

ただ、人のつながりがやや弱くなっていることが子ど

もに影響している。「お互いが支え合う」という部分

が必要になってきているのでは。 
・「純朴、素直、人の気持ちが理解できる」といった

ことは長所かも。しかし「もまれ方が少ない」など

は短所とも言える。長所はさらに伸ばし、その裏にあ

たる短所をしっかりと直していく。短所を見ることが

良い教育に向けてのチャンスになっているという側

面もある。 
 
 
 
 
 
 
 

・幅広い知識、豊かな心、健やかな体を養う。 

・個性を尊重し、創造性、自主・自律性を培う。 

・社会の一員として、参画し寄与する態度を養う。 

・自然を大切にし、伝統と文化を尊重する態度を養

う。 

・郷土を愛し、他人や他地域を尊重する態度を養う。 

審①不登校について、本当に休まないといけない人

は休まないといけないと思うが簡単に休んでいいと

いう雰囲気はどうか。面倒くさいとかたいぎいとか

で、簡単に心が折れるようでは、結局社会に出た時

にその人が困ることになる。タフな心を持った子に

育って欲しい。 
審①教育目標についてだが、中学校で終わりではな

くもっと先がある。企業や芸術等様々な場面で生き

ていかなければならない。どういった人材が必要な

のか、もっと上から目標設定が必要ではないか。ヒ

アリングをやっていただくとよいのではないか。 
後審①「社会で自立する力」を育てること大切。さ

らに「よく生きる」こと、教育基本法にあるように

「人格の完成」を目指すこと、個性をより良く発揮

し、自己実現を図ることが必要。 
後審①他人を認め合うと共に、今の社会を認め合っ

て思いやりの心を養う。 
後審①社会のルールをしっかり認識し守ること 
後審①目標はたくさんあるより、一つずつ達成がで

きてから、次の目標にうつる方がよいのではない

か？！一度に目標達成するのは、とても難しい。 
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重

点

施

策 

【学校教育】 
 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもの育成 
  学校教育 自ら学び、たくましく生きる 
 
 優しさや思いやり、そして人とのつながりの中に豊かさを感じる心を持ち、前

向きに努力していくとともに困難なことでも耐える力と、新たなことにチャレン

ジしていく力をもつ子どもを育成していきます。 
 

○倉吉のめざす子ども像 

 ・確かな学力を身につけた子ども 
 ・学び方を身につけた子ども 
 ・思いやりのある子ども 
 ・たくましい体をつくる子ども 
 ・倉吉のよさを感じ、地域で活動できる子ども 
 
○倉吉のめざす教師像 

 ・児童生徒に対する教育的愛情を持つ教師 
 ・教師としての専門性・指導力の向上を求め続ける教師 
 ・教師文化を引き継ぎ、創造する教師 
 ・社会人としての教養、人権意識を身につけた教師 
 ・倉吉のよさを知り、保護者・地域とのつながりを大切にする教師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(５)学校教育のめざす「子ども像」や「教師像」を明

確にし、それに向けた具体的な計画の作成を行うこ

と。 
○知・徳・体の調和のとれた子どもを育てる 
○教師力の向上を図る 
（例 教職員研究団体の活動支援） 
 
① 子どもについて 『倉吉のめざす子ども像』 

・子ども像というが、どんな大人になってほしいか、

どんな大人を育てるのかという認識がないといけな

い。 
・市民憲章との兼ね合いはどうなっているか。市全

体がめざしている市民像との整合性はどうなのか。 
・子どもの数が減っている中で、自尊感情が育たない。

思い合い、高め合う関係づくりがないと伸びていかな

い。しなやかで打たれ強い、自分が好きといえるよう

な子どもになってほしい。周りの大人が自尊感情をど

う高めていくのか。 
・共感力や共有できる仲間づくりなど日々の言葉か

けの中で気をつけていかないといけない。 
・子どもたちの体験が不足している。 
・いまの子どもは、危険を感じない。自分の身を自分

で守ることが欠けているのではないか。 
・勉強への興味が低くなっていると言われるが、勉強

だけではなく、自分の好きなことや興味のあることと

それ以外のこととの差が大きい。好きなことは一所懸

命だが、嫌いなこと、苦しいことから安易に逃げる傾

向がある。 
・倉吉の特徴として、ぬるま湯につかっているような

感覚があるような気がする。「とびきり出来なくても、

そこそこ出来ればいいや。」と思っている子が多いの

ではないか。 
・「子ども像」や「教師像」において、個に焦点をあ

てるのも大切だが、集団を育てるという観点から例え

ば「子ども同士像」とか「教師集団像」といったかか

わりの面からめざす像づくりを考えていくことも重

要ではないか。 
 
② 教師について 『望ましい教師像』 

・先生に威厳がなくなっている。いまは学校に教壇が

なくなっているそうだが、小さいときに先生は偉いん

だということを植え付けることが大切ではないか。そ

こがあって、子ども像や教師像がある。 
・先生自身が倉吉のよさを知り、子どもたちに伝え

られることが必要。 
・先生が自ら思いやりをもつこと。愛情をもつ先生を

できるだけ多くしてほしい。 
・教師文化の継承と創造を。 
・研究会や研修会が盛んになっているということは、

文化の継承という意味ではすごく大事なことだが、や

基本方針 
～ 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもの育

成 ～ 
 

審①幼児教育から中学校ぐらいまでに、どんな社会

人に、大人になりたいのか、親が語ったり、学校が

子どもたちに提示したりしていくことも必要ではな

いか。情報化社会になっているが、子どもは自分に

必要な情報しか取っていない。将来展望が持てるよ

うにしていかないといけない。 
審①次の子どもたちをどう育てるのかということが

大切となっている。中・高校生はすぐに親になる。

どんな人間に育てるのかを明確にしないといけない

し、働くことを大切にして欲しいと思う。 
審①学校の教員の授業づくりに専念できる体制づく

りが大切である。 
後審①教員の生活体験や経験の差を感じることが多

くなった。また、地域の伝統や文化に対しての識見

や、地域の人たちとの交流の場面でコミュニケーシ

ョン力が不足しているのではと思うことも多々あ

る。以前に比べて、子どもたちや保護者への対応に

おいても、温かで時には毅然とした態度で接する技

量が必要だと感じる。 
教委⑦短大の英語専攻の学生に声をかけて、授業参

観などしてもらうことは可能。教員は授業を見ても

らわないと力はつかない。学生にも参加してもらう

のがよい。栄養士、司書等でも短大と連携している。
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重点施策Ⅷ 機能的な学校運営体制と特色ある学校づくりの推進 

学校長のリーダーシップのもと機能的な学校運営体制を確立し、教師の

指導力の向上と多忙化を解消するとともに子どもと向き合う時間を確保し

ます。 
 
〈主要施策〉 

○学校長のリーダーシップによる特色ある学校づくりの推進 
    ・管理職研修会、校長会の活用 
    ・学校評議員の活用 
    ・学校評価の充実 
  ○教師の指導力の向上と多忙化解消による子どもと向き合う時間の確保 
    ・学校組織マネジメントの活用 
    ・地域と学校をコーディネートする仕組み作り 
    （倉吉版学校支援地域本部（仮称）「市民による地域学校」の設立に向け

ての検討）（再掲） 
    ・研修の充実（若手、中堅、管理職、職務） 
 
 

はり人間と人間の触れ合いが必要なのではないかと

思う。 
・以前は、先輩の先生のもっている「いい技術」と若

い先生の「新しい知識」とが交流によってうまく交換

されていた。いまは、年配の先生と若い先生の間での

会話がない。若い先生は職員室でパソコンに向かって

いる。 
・最近の教員で、伝統を軽んずる教員がいるという話

を聞いた。その学校が守ってきたものを安易にきって

いくようではいけないのではないか。 
 
○教師の多忙感を解消し、子どもと向き合う時間を

確保する 
○学校長がリーダーシップを発揮し、特色ある経営

が行える学校づくりを推進する 
 
③ 教師の多忙さの中で子どもと向き合う時間の確

保 

・先生と子どもたちが向き合う時間を確保するため

に、周りの大人たち（保護者を含めて）が何ができ

るのかというところにも目を向けていかないといけ

ない。学校の先生だけに成果や負担を求めても、ゆと

りがないと感じる。 
・先生は、学校で限られた時間を有効に使いながら、

授業や生徒指導の力量を高めながら部活動の指導も

している現状にある。 
 
参考：明日の倉吉の教育を考える委員会 
〈倉吉のめざす子ども像〉 

◎確かな学力を身につけた子ども 

◎学び方を身につけた子ども 

◎思いやりのある子ども 

◎たくましい体をつくる子ども 

◎倉吉のよさを感じ、地域で活動できる子ども 

〈倉吉のめざす教師像〉 

◎児童生徒に対する教育的愛情をもつ教師 

◎教師としての専門性・指導力の向上を求め続ける

教師 

◎教師文化を引き継ぎ、創造する教師集団 

◎社会人としての教養・人権意識を身につけた教師

◎倉吉のよさを知り、保護者・地域とのつながりを

大切にする教師 
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重点施策Ⅰ 学力向上の推進 

基礎的な知識及び技能を習得させ、それらを活用して課題解決するために

必要な思考力、判断力、表現力を育むとともに主体的に学習に取り組む態度

を養います。 
また、そのための教職員の資質、指導力の向上、細やかな指導を行う体制

づくり、また特別支援教育の充実による一人一人の特性に応じたきめ細やか

な指導の充実に努めます。 
 

〈主要施策〉 
 ○学力向上推進支援 

 ・学力実態の把握と分析、課題解決に向けた取り組みに対する支援 
     （県診断テスト、標準学力テストの実施） 
    ・ステップ９（市作成国算ドリル）の活用 
    ・市教育委員会学校計画訪問の実施と指導助言 
    ・市初等教育研究会、中学校教育振興会などにおける学力向上対策の推 

     進 
    ・ICTの活用推進 
    ・授業評価の導入    

○わかる授業のための授業改善 
  ・教職員の指導力向上（県教育センター研修等） 
  ・校内授業研究会における指導助言 
  ・年間指導計画の見直し等 

 ○細やかな指導を行う体制づくり 
    ・少人数学級教員加配 
    ・複式学級解消教員加配 
    ・指導方法の工夫改善による学習指導の充実 
    ・小学校教科担任制 
    ・多人数による学習の長所を活かした集合学習 
  ○特別支援教育の充実 
    ・校内特別支援教育指導体制の確立と指導の充実 
    ・リーダー研修会の開催 
    ・生涯にわたる一貫した支援：個別の支援計画、個別の指導計画作成 
    ・「まなびの教室」「ことばの教室」「日本語指導教室」等 
    ・市就学指導委員会の開催と適正就学の推進 
 

(６)学力向上に向けて、学習意欲の喚起や学習指導方

法の改善を行うとともに、学習状況を的確に把握し、

学習習慣の定着を図ること。 
○基礎学力の定着を図る（例 国語・算数ドリル教

材の活用） 
○特別支援の必要な子への理解を深める対策を検討

する 
 
④ 学力の向上 

・学力の低下と二極化。低学年からの積み上げが大

事。 
・学力の問題では、どこをターゲットにするのかが問

題になる。出来る子を伸ばすのか、出来ない子を引き

上げるのか・・。いまの感じだと、中くらいの子をさ

らに引き上げるというところかと感じた。 
・学力の問題は小学校と中学校とで捉えがちがうの

か？ 
・習熟度別の授業はうまく機能しているのか？ 
・全層をそれぞれ引き上げるのが理想。習熟度別のク

ラス分けはしていないが、習熟度に応じたグループ分

けをした授業も行っている。 
・学力は、読書量、教師の質、家庭の環境などいろい

ろなものが関係している。いま問題にしているのは狭

義の学力だが、教育の在り方として、学校教育の中で、

欠けているもの、足りないものがどこかにありはしな

いか。 
・子どもの様子を見ていると、「この勉強をしてどう

役に立つのか？」とよく言う。学習とその必要性とが

結びついていない。買い物も与えられる。自分で困り

ながら用意をすることがない。学習も受け身になって

いる。学習意欲の喚起が必要。 
・小学校低学年の積み残しが高校まで影響している。

高校で小学校の復習をしなければならないような状

態。 
・家庭教育で、基本的な生活習慣が身についていな

い。小さい頃から生活習慣が身についていないと、学

力も伸びない。 
 
⑦ 特別支援教育 

・子ども一人一人の実態に気を配り、育ちに気を配り

ながら気になるところがあれば早期の段階で保護者

への働きかけを行っていくことが大切では。 
・集団の中でうまく適応できない子への対応。かかわ

る大人（教員）の数も大事かもしれないが、かかわり

方といった質の部分を重要だと思う。その点の研修も

考えていく必要がある。 
・自分に合った進路の選択と社会に出てから生きて

いく力をいかに育てる。 
・特別に支援の必要な子どもに対する周りの理解がな

かなか得られていない。保護者への系統的な研修等

Ⅰ 学ぶ意欲と基礎学力の向上をめざす子どもの育

成 

１ 弾力的できめ細やかな指導を行うための体制づ

くり 

 小学校１、２年生に３０人学級を、中学校１年生に

３３人以下学級を実施するとともに、複式学級に解消

教員等の配置を行うなどして、弾力的できめ細やかな

指導を可能とする体制づくりに努めます。また、少人

数指導やティームティーチング等指導方法の工夫改

善に努め、一人一人の興味・関心や習熟の程度等に応

じた指導により、学ぶ意欲を高め確かな学力の定着を

めざします。 
＜具体的な取組＞ 
① 小学校１、２年生の３０人学級教員加配 ２名

（河北、社小、各１年生） 
② 中学校１年生の３３人以下学級教員加配 ２名

（東中、河北中） 
③ 複式学級解消教員加配 ４名（灘手小２名、北谷

小１名、山守小１名） 
④ 指導方法の工夫改善による学習指導の充実 
（指導方法の工夫改善を目的とした教員加配校：小学

校１０校、中学校５校） 
⑤ 学校事務の共同実施 
⑥ 小学校６年生教科担任研究加配（モデル校上灘

小、河北小） 
⑦ 倉吉市幼児教育研究会による保幼小連携の推進 
２ 小中学校における学力調査とその結果に基づく

学力向上推進支援 

 小学校県国語・算数診断テスト、全国標準学力検査

などの実施により、児童生徒の学力実態を的確に把握

し授業改善に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 各校の学力実態の把握と分析、課題解決に向けた

取組に対する支援 
② 市教育委員会学校計画訪問の実施と指導助言 
③ 市初等教育研究会、中学校教育振興会などにおけ

る学力向上対策の推進 
④ ステップ９（市作成国算ドリル）の効果的な活用 
３ わかる授業のための授業改善、教職員の資質・

指導力の向上 

 わかる授業を実践するために、教職員の資質、指導

力の向上を目指して、各校において計画的に授業研究

会を実施するとともに、関係機関と連携して研修を推

進します。 
＜具体的な取組＞ 
① 年間指導計画の見直しと改善に関する指導助言

（新学習指導要領への移行） 
② 校内授業研究会の指導助言 
③ 教職員の指導力向上（授業改善・指導方法等の研

修：アドバイザー派遣事業等活用） 

後審①学力Aは水準以上だが、Bは以下であること

から、B の向上に力点を置くべきである。知識は体

験を通して身につくものであるので、実体験をでき

るだけ多くさせることが必要。倉吉らしさを出す観

点からも、もっと地域に出掛けて、地域の自然の中

で色んな体験をすることが重要、そのことが引いて

は学力Bの向上に役立つ。 
後審①学力Bは、言葉の力が大きいと思うので、読

む書く聞く話すなどの国語力をのばす手立てが必

要。１０分間読書などはとてもよい試み。市立図書

館の充実、その活性化、各学校の図書室の充実など

も必要。 
後審①・子どもに机の上での学力がついていたとし

ても、生活体験の中から身につけた知識を活用する

力や人とつながる力がなくては、本当の学力がつい

ているとは言えない。受験のための学力をつけるた

めに、家庭で三食を摂らない子どもたちや人と交わ

ることが苦手な子どもたちがいる。これもある意味

で子どもの貧困ではないか。 
・小３ぐらいでのつまずきが、中学生ぐらいで出て

くる。そうした生徒は、勉強がおもしろくなく、将

来への見切りを早くつけてしまう。 
・学力低位の子どもたちへの手立てが必要。全国、

県の平均を上回っていても、低位の子どもたちの実

態を把握して、学力を向上させていくことが大切。

後審①倉吉市では、就学前からの子育て支援、特別

支援教育に努めているが、就学前とのより一層の連

携が図られ、特別支援学級の子どもたちが自己肯定

感を持って、自尊感情を高めていけるような環境づ

くりが必要。 
教委⑦普通学校の特別支援の必要な子どもに対して

はきちんとした指導計画が必要ではないか。本人の

人生に沿った計画を考えて欲しい。場合によっては、

そこらでも保護者の活用などができないだろうか。

教委⑦将来的には障がいがあっても中学校に通うイ

ンクルーシブシステムとなるのか注目して見ていく

必要がある。ただ施設、人の配置等の問題があり、

現状では不可能ではないかと思われる。 
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の手だてが必要である。 
・個々の子どもの指導上、学校間の接続が必要であ

る。 
 
 

④ 各種学力検査・調査の分析を活かした授業改善 
⑤ 児童生徒による授業評価、教職員間による授業評

価の推進 
⑥ 小中学校におけるコンピュータ等、ＩＣＴの有効

活用の推進 
⑦ 管理職研修会、スキルアップ研修会 8/19、初任

者研修会等の実施 
⑧ 中部教育局との連携による教職員の指導力の向

上対策の推進 
⑨講師研修会の充実（校内研修、中部教育局との共催） 
⑩ 小学校外国語活動の実施（鳥取短期大学との連

携） 
４ 目標に準拠した評価の信頼性や客観性を高める

ための研究 

 児童生徒一人一人が基礎基本を確実に身につけ、確

かな学力の向上を図るため、目標に準拠した評価の信

頼性や客観性を高めるよう努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 評価を活かした学力向上推進 
② 評価に関する保護者等への説明 
５ 特別支援教育の充実 

 児童生徒一人一人の教育的ニーズや障がいの種類

や状況に応じた創意ある教育課程の編成と指導方法

の工夫改善を行い、個々の発達と自立に向けた教育活

動の充実に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 特別支援教育主任を中心にした校内特別支援教

育指導体制の確立と指導の充実  
② 市就学指導委員会の開催と適正就学の推進、障が

い種別に応じた学級の開設 
③ 生涯にわたる一貫した支援の充実 
 ・保育所、幼稚園、学校、福祉、医療等との連携の

推進 
 ・教職員の資質向上を図る研修会の実施 
 ・倉吉市個別支援計画の策定と個別の指導計画の作

成及び活用 
④ 特別支援学級支援非常勤講師の配置（３以上の学

年にわたる学級への加配） 
⑤ 「まなびの教室」（発達障がい通級指導教室：明

倫小）開設と加配教員による指導 
⑥ 「ことばの教室」（言語通級指導教室：上灘小）

開設と加配教員による指導 
⑦ 日本語指導教室（上灘小）の開設と加配教員によ

る指導 
⑧ 「つくし学級」（病院内学級：厚生病院）の開設 
⑨ 「サンサン教室」（聴覚障がい児支援：上灘小）

の設置 
⑩県教育センター教育相談会（県教育センター事業） 
⑪ 元気はつらつプランによる教育支援員の配置（小

中学校全校配置） 
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重点施策Ⅱ 豊かな心・たくましい体の育成 

読書活動や体験活動を積極的に推進するとともに、道徳教育や人権同和

教育の充実を図り、豊かな心を育成します。また、運動や健康・安全につ

いての理解を深め健康の保持増進のための実践力と体力の向上を図りま

す。 
 

〈主要施策〉 
  ○道徳教育・特別活動の充実 
    ・学校一斉公開時での公開 
    ・「心のノート」の活用推進（活用事例集作成） 
    ・大人から子どもたちに向けて伝えたい言葉、しぐさの活用 
    ・おひさまふれあい会（小中学生と赤ちゃんとのふれあい会）の推進 
  ○読書活動の推進 
    ・朝の一斉読書の実施（全小・中学校） 
    ・学校図書館経営の充実（図書館経営と図書活用に関する計画訪問） 
    ・学校図書館司書の全校配置及び司書教諭と学校図書館司書との連携推 
     進 
    ・学校図書館相互、学校図書館と市立図書館との連携 
    ・伝えたい本をもとにした「読みたい本（推薦書）」のリスト作成活用 
  ○人権同和教育の充実 
    ・人権同和教育の題材・教材に関する研究 
    ・人権同和教育を推進する体制づくり 
    ・中学校区同和教育研究会の推進 
    ・学校、家庭、地域の共同運営による地区学習会の推進  
  ○学校体育、健康・安全教育の充実 
    ・体育及び体育的行事等の充実 
    ・学校内外での外遊び、業間体育等の推進 
    ・中部学校保健会の活動の推進 
    ・性教育及び喫煙防止教育・薬物乱用防止教育の充実 
    ・学校安全危機管理マニュアル及び安全マップ等による安全教育の推進 
    ・スクールガード等学校支援ボランティアの協力等地域ぐるみの学校安

全組織の活動推進、登下校時の児童生徒の安全確保の推進      

  ○情報教育の推進 
    ・パソコンや携帯電話の正しい活用の理解促進 
    ・情報モラル教育の推進 
  ○体験活動・文化芸術活動の充実 
    ・日常的な生活体験の重視と自然体験、社会体験、宿泊体験等の推進 
    ・職場体験活動の推進  
    ・文化・芸術に触れる機会の確保 
    ・博物館、図書館、民俗資料館の活用 
  ○相談体制の充実、問題行動の未然防止及び進路指導の充実 
    ・鳥取県中部子ども支援センターの充実 
   ・不登校対応教員加配の活用 
   ・スクールカウンセラーの配置の継続 
   ・心の教室相談員、子どもと親の相談員の配置の継続 
   ・生徒指導対策推進会議の開催 

 
 

(８)人権感覚を養うとともに、豊かな心とたくましい

体をつくるための具体的な計画の作成を行うこと。 
○社会を生きる力を身につけさせる 
（例 コミュニケーション力、情報コントロール力、

国語力） 
 
⑥ 人権同和教育 
・人権感覚をしっかりと養うことが必要。 
・自他をともに大切にする心をいかに育てるのか。 
・倉吉市が取り組んできた同和教育の成果や手法を生

かし、部落問題をはじめとするさまざまな人権問題を

主体的に解決する力の育成が必要である。 
・全教育活動の中で取り組まれる必要がある。 
・子どもの発達段階に応じた系統的な指導がなされる

べきである。 
・人権意識の希薄さがある。 
 
⑧ 豊かな心 
・モラルや規範意識の欠如が原因と思われる問題が起

こっている。幼児期から道徳性を育むことが、調和の

とれた心豊かな子ども、大人を育てることにつながる

のでは。 
・「つながり」や「関係」がキーワードになっている

と感じた。 
・ソーシャルスキルトレーニングなど人間関係を学

ぶ学習も必要である。 
・学力実態だけでなく、集団における人間関係を何ら

かの指標で把握していくことも大切である。そういっ

た意味では、Ｑ－Ｕのような調査を各学校で実施して

みるのも良い。 
・世の中を生きる力をつける。 
⑨ たくましい体 

・運動をしっかりとする子どもとそうでない子どもの

二極化傾向にある。 
・子どもたちが望ましい基本的な生活習慣を身につ

け、生活リズムの向上を図る取り組みが必要ではな

いか。 
・「野球部で顔にボールが当たる子」「ころんで手がつ

けない子」等、以前ではあまり見られなかったような

理由で怪我をする子どもが増えている。 
・食習慣の乱れが多く見受けられるようになってい

る。様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」

を選択する力を身につけることが求めらる。 
 
 

Ⅱ 豊かな心とたくましい体をつくる子どもの育成 

１ 道徳教育・特別活動の時間等の充実 

 教育活動全体をとおして豊かな心の育成に努めま

す。 
 豊かな心の育成にあたっては、「道徳」や「特別活

動」の時間を充実させ、心を開いて自分の考えを述べ、

自分を見つめ、行動できる子どもの育成に努めます。 
 また、学校・家庭・地域社会と連携を推進し学習の

深化を図ります。 
 春の学校一斉公開では全学級において「道徳」また

は「学級活動」の時間を公開します。 
＜具体的な取組＞ 
① 学校一斉公開時における「道徳」または「学級活

動」の時間の公開（春に全学級） 
② 「道徳」及び「特別活動」の指導計画の作成及び

指導の充実 
③ 「心のノート」の活用推進（活用事例集作成） 
④ 伝えたい言葉、しぐさの効果的な活用 
⑤ おひさまふれあい会（小中学生と赤ちゃんのふれ

あい会）の推進 
⑥ 福祉教育の推進 
２ 読書活動の推進と学校図書館の充実 

 「倉吉市子どもの読書活動推進計画」を基本に、教

育活動全体を通して「読書センター」及び「学習情報

センター」としての役割の充実と活用の推進に努めま

す。 
 また、司書教諭と学校図書館司書(全校配置)との連

携による読書活動の推進に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 朝の一斉読書の実施（全小・中学校） 
② 学校図書館経営の充実（図書館経営と図書活用に

関する計画訪問の実施） 
③ 学校図書館司書の全校配置及び司書教諭と学校

図書館司書の連携推進 
④ 学校図書館相互や、学校図書館と市立図書館との

連携（学校間の相互貸借、市立図書館の団体貸し出し

等） 
⑤ 義務教育９年間に「読みたい本（推薦書）」のリ

スト作成 
３ 人権同和教育の充実と推進 

 本市が策定した「第３次倉吉市あらゆる差別をなく

する総合計画」を基本とし、本県・本市同和教育の中

で積み上げられてきた成果や手法を生かし、保護者や

地域の人々の理解と協力のもとに、様々な人権問題を

主体的に解決する力の育成を目指し、全教育活動を通

して人権同和教育を推進します。 
＜具体的な取組＞ 
① 人権同和教育の教材、題材に関する研究 
② 人権同和教育加配教員の配置 
③ 人権教育主任者会の開催 

審①不登校の問題にしても、中３で無理に親の期待

に答えようとしたり、家庭的な問題が伝わったりと

いうことがあるのではないか。専門的な方を配置し

てカウンセリングをするなど学校を支える取り組み

があってもよい。 
後審①道徳教育と人権教育をきちんと分けて教育す

る 
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④ ５中学校区同和教育研究会の推進（研究指定：河

北中学校区） 
⑤ 学校、家庭、地域の共同運営による地区学習会の

推進 
⑥ 作文教材「差別をなくすために」の作成 
４ 不登校児童生徒の解消と問題行動の未然防止及

び進路指導の充実 

 いじめや不登校の解消、問題行動の未然防止に取組

み、児童生徒が明るく楽しい学校生活をおくることが

できるように努めます。また、将来の生き方に関心を

持ち、夢や希望に向かって主体的に進路の選択や意志

決定ができるような進路指導を進めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 鳥取県中部子ども支援センターの充実（中部地区

市町共同設置） 
② 不登校対策研修会の開催 
③ 小中連携による不登校対策の推進 
④ 不登校対応教員加配の活用（中学校２校） 
⑤ スクールカウンセラーの配置（全中学校） 
⑥ 心の教室相談員の配置（全中学校） 
⑦ 子どもと親の相談員の配置（小学校３校 県配置

事業） 
⑧ 生徒指導対策推進会議の開催（各中学校区） 
⑨ 各関係機関・各団体との連携推進 
⑩ キャリア教育の推進 
⑪ 起業家教育推進事業の実施（商工観光課との連

携） 
５ 学校体育、健康教育及び学校保健の充実 

 運動を通して体力の向上を図るだけでなく、薬物等

に関することへの理解を深めることによって、健やか

な心身の育成に努めます。 
 また、生涯にわたって自己の健康を維持管理できる

態度や能力の育成に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 体育及び体育的行事等の充実 
② 学校内外での外遊びの推進（豊かな自然の活用） 
③ 学校訪問等における運動能力の実態把握 
④ 性教育及び喫煙防止・薬物乱用防止教育の充実 
⑤ パソコンや携帯電話の正しい活用の理解促進（モ

デルカリキュラムの作成活用） 
⑥ 中部学校保健会の活動の推進 
⑦ 就学時健康診断の実施と就学指導 
⑧ 学校環境衛生検査とその改善 
⑨ 日本スポーツ振興センターへの加入・災害報告・

給付等 
⑩ 全国市長会学校管理者賠償責任保険への加入（全

児童生徒） 
⑪ 専門医の検診による児童生徒の健康管理とその

指導 
⑫ 児童生徒の健康管理のための諸検査の実施 
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６ 安全教育の徹底 

 児童生徒が安全に安心して学校生活をおくること

ができる環境整備や、不審者対応等の徹底に努めると

ともに、児童生徒自らも自己を守る能力や態度の育成

に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 学校安全危機管理マニュアル及び安全マップ等

による安全教育の推進 
② 関係機関と連携した計画的な防災訓練、不審者対

応訓練の実施 
③ 登下校時等の児童生徒の安全確保の推進 
④ 地域ぐるみの学校安全組織の活動推進 
⑤ スクールガード等学校支援ボランティアの協力

による安全確保 
７ 食の教育の推進と充実 
 倉吉市「食育推進計画」を参考として、食の教育の

理解や実践を深め、健やかな心身の育成に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 倉吉市「食育推進計画」を参考とした食の教育の

推進 
② 栄養教諭及び学校栄養職員、学校給食センター並

びに関係機関、団体と連携した食の教育の推進（「親

子で学ぶ食の教室」等） 
③ 市食育推進研究指定（研究指定校：関金小） 
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重点施策Ⅲ 倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成 

子どもたちが倉吉の自然や歴史、文化などに誇りと愛着が持てるよう、

倉吉のよさを子どもたちに伝えるため、地域の特色を生かし、人材や歴史、

自然等の倉吉の財産を子どもたちが「知る・楽しむ・育む」ことのできる

取り組みを推進します。 
    
〈主要施策〉 

  ○倉吉独自の教材づくりの推進 
    ・郷土資料「私たちの倉吉」の改訂・活用 
    ・中学生版「倉吉学入門（仮称）」の作成 
    ・「菜の花プロジェクト」など学校と地域が連携した取り組みの推進 
  ○地域の人・もの・ことがらに触れる教育活動の推進 
    ・各教科、総合的な学習の時間の年間指導計画などへの位置づけ 
    ・地域の素材や環境を活用した体験的な学習の推進 
    ・地域コーディネーターを核とした学校応援団組織づくりと活用 
    ・博物館や歴史民族資料館等市の文化・芸術施設等の積極的活用 
    ・伝統的建造物群を活用した体験活動の推進 
  ○倉吉らしさを取り入れた教育活動の実施 
    ・倉吉市小中学生リーダー会議（淀屋サミット）の開催 
    ・学校支援ボランティア等地域人材の積極的活用 
    ・公民館等関係機関との連携推進 
    ・商工会議所との連携（親子 歴史まち並み産業見学教室等の開催）  

 

(７)地域の自然・文化・伝統を継承し、地域とつなが

りながら誇りと愛着を持たせる倉吉独自の教育課程

として位置づけを行うこと。 
○倉吉のまちに誇りをもつ子どもを育てるための手

だてを考える 
○倉吉独自の教材づくりを行う 
（例 郷土資料「私たちの倉吉」の改訂） 
○倉吉にある企業や鳥取短期大学等との連携を強化

する 
 
⑤ 教育課程 

・教材の中に地域の文化、地域の自然をどのように

入れるかがポイント。 
・低年齢から地域の教材を取り入れていく必要があ

る。小学校区内にあるものを教材として提供し、誇

りと愛着をもてるようにしてほしい。副読本「私たち

の倉吉」の改訂も考えてみればどうか。 
・美育も必要。美しいものを美しいと感じる心を育て

たい。技育も必要。 
・倉吉教育独自のものを教育課程内で取り組むこと

も。 
・倉吉は自然や伝統に育まれたまちと言える。しかし、

近くにある自然をうまく活用した学習がなされてい

るのか？伝統的建造物群が市街地にあるのに子ども

たちは行っているのか？博物館や図書館などを利用

した学習ができているのか？現にある特色あるもの

を積極的に用いた教育活動のあり方を検討していた

だきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ まちに誇りと愛着をもつ子どもの育成 

１ 「総合的な学習の時間」の充実 

 「総合的な学習の時間」で身につけたい力を明らか

にして、地域の素材や環境を積極的に活用し、体験的、

問題解決的な学習を計画的に実施します。 
＜具体的な取組＞ 
① 「総合的な学習の時間」の年間指導計画等の見直

し（新学習指導要領への移行） 
② 地域の素材や環境を活用した体験的な学習の推

進 
２ 豊かな自然や文化(文化財）・芸術、郷土芸能に

触れる教育活動の推進 

 豊かな自然や文化・芸術、郷土芸能などに触れる機

会を積極的に教育活動に取り入れ、故郷を愛し故郷を

護り、故郷の発展のために活躍しようとする子どもを

育てます。 
＜具体的な取組＞ 
① 博物館や歴史民俗資料館等市の文化・芸術施設等 
の積極的活用 
② 伝統的建造物群（白壁土蔵群周辺）を活用した体

験活動の推進 
③ 芸術鑑賞事業への参加（本物の舞台芸術体験事業

等） 
④ 副読本「私たちの倉吉」改訂準備 
３ 地域の人々との触れ合いを通した教育活動の推

進 

 様々な知識や技能を有する地域の人々と児童生徒

の関わりの機会を増やし、触れ合いを通した教育活動

の推進に努めます。 
＜具体的な取組＞ 
① 倉吉市小中学生淀屋サミット（リーダー会議）の

開催 
② 地域コーディネーターの配置（小学校６校） 
③ 学校支援ボランティア等地域人材の積極的活用 
④ 公民館等関係機関との連携推進 
 
 
 

審①中学校２年生で職業体験をするが、地理的なこ

ともあり、希望するところに行けない状況である 
審①やりたい仕事についている人ばかりではない。

生きていくために１０年、２０年働き、立派な企業

人になっている人もある。行きたいところに行けな

くても、自分の世界とは違った新たな発見があるの

ではないか。 
教委⑦「私たちの倉吉」の改訂だけでなく、中学生

版を作ったらどうかと考える。それは一般の人でも

市民大学講座や倉吉検定等で使えるものとなるので

はないかと思う。ふるさと納税者に対しても、お礼

として送付できる 
教委⑦。倉吉市教育センターというような構想もあ

ってもよいのではないか。歴史的なものをまとめる

たり、人材バンクをもっと広くやるようなことも可

能。 
教委⑦新学習指導要領のキーワードは、「体験」と「言

葉」。すべての教科で言語活動を大事にした授業づく

りを行い、表現力、コミュニケーション力を高める

ことが求められている。 
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重点施策Ⅳ 地域と連携した開かれた学校づくりの推進 

保護者や地域に積極的に情報を公開するとともに、学校評価をさらに推

進し、各学校が創意工夫のもと地域の実態に応じた特色ある教育活動を展

開し、活力ある学校づくりができるよう地域の人が学校運営に参画する体

制づくりを推進します。 
 

〈主要施策〉 
  ○開かれた学校づくりの推進 
    ・学校評価の実施と活用 
    ・学校一斉公開の継続実施 
    ・学校評議員制度の効果的活用 
    ・学校ウェブページの効果的活用 
  ○学校・家庭・地域が一体となった取り組みの推進 
    ・「子育て十か条」の活用 
    ・スクールガード等学校支援ボランティアの協力等地域ぐるみの学校安

全組織の活動推進、登下校時の児童生徒の安全確保の推進（再掲） 
    ・家庭教育協力推進企業制度の活用 
    ・（地域行事等での子どもの出番づくり） 
  ○地域の人が学校運営に参画する体制づくりの推進 
    ・地域と学校をコーディネートする仕組み作り 
    （倉吉版学校支援地域本部（仮称）「市民による地域学校」の設立に向け

ての検討） 
    ・各地区での教育を考える会の開催 
 
 

(９)開かれた学校づくりに向け、学校情報公開の推進

を図ること。 
○ウェブページ等を活用した学校からの情報発信を

進める 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 地域と共につくる開かれた学校教育の推進 

１ 創意と工夫を生かした活力ある学校づくり 

 各学校が創意工夫のもと地域の実態に応じた特色

ある教育活動を展開し、活力ある学校づくりに努めま

す。 
＜具体的な取組＞ 
 ① 「明日の倉吉の教育を考える委員会」の提言を

受けた取組の推進 
② 家庭や地域社会と連携した児童生徒や地域に関

する実態把握の推進 
③ 全教職員が参画した創意と特色ある教育課程の

編成 
④「創意と特色ある学校づくり推進事業」の有効活用 
２ 開かれた学校づくりと学校評価を生かした地域

から信頼される教育活動の推進 

保護者や地域に積極的に情報を公開するとともに、各

校が教育活動のより一層の充実・改善を目的とした学

校評価を実施し、信頼される教育活動を推進します。 
＜具体的な取組＞ 
① 学校評価の実施と活用（教職員評価育成制度との

連動） 
② 学校一斉公開の実施 
③ 学校評議員制度の効果的運用 
④ 学校、家庭、地域が一体となった取り組み（「教

育を考える会」の開催） 
⑤ 学校ウェブページの効果的活用（情報発信） 
 

後審①・教員の多忙感を解消するために、地域の人々

が学校の活動の中に参加したり、日常的に学校へも

っと入り込んで、子どもたちに指導伝達ができるよ

うな環境づくりが必要。開かれた学校づくりが推進

されることを望む。まだまだ、学校は閉鎖的である

と感じている。 
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(10)地域が果たすべき役割を明確にし、それに基づい

た家庭や学校との連携を図り、一体となった取り組

みに関する検討を行うこと。 
○役割を明確にした上での連携のあり方を検討する

○大人が子育ての共通な目標をもつ 
（例 「倉吉子育て十ケ条」の作成） 
○子どもを「鍛える」「我慢させる」場面づくりを行

う 
○地域行事等での子どもの出番づくりを図る 
○社会教育施設の充実と活用を図る 
・地域の教育力とは何なのか。共通理解ができている

のか。 
・「一人一人の子どもは地域の一員である」という共

通理解が必要。学校に全てお任せは良くない。地域

が責任を負うべきこともある。 
・学校の地域に対する意識づくりを。いままでは「地

域に頼む」という意識が強かったのでは。「地域と一

体となって」という意識への移行が必要である。 
・地域と学校が一体となってやっている。運動会で小

鴨音頭を復活させて踊った例もある。高齢者との触れ

合いも大切。 
・地域の人とのつながりが大切。地域の役員を受けて

もらうのがよい。 
・教師が行事に参加できるような体制にしてほしい。

・各自治公民館の行事に子どもを参加させている。地

域の行事への参加、大人と子どもの交流。全住民を一

箇所に集めて、その中に小中学生も一緒にする。一緒

に作業をしながら、子どもの顔を覚える。 
・「倉吉の子育て十ケ条」のような大人が共通して取

り組む方向性の検討も。 
・大人の意識の根底に、自分で子どもと関わっていこ

うというものを育てていけていなかったように感じ

る。危機感をもっている。 
・家庭、地域が学校の足を引っ張るのではなく、協力

できる環境ができればいい。 
・住んでいる地域を知ることが大切。行事に保護者

も巻き込む。 
・「菜の花プロジェクト」のように学校と地域が連携

した取り組みのようなものは、今後も継続していく

べきではないか。 
・家庭、地域が学校に協力したくなるようにする必要

がある。学校を舞台としながら地域の人が出入りす

る。子どもも地域を知る。そういうシステムができな

いかと思う。そういうコミュニティができたらと思

う。 
・子どもから大人まで社会教育施設（公民館、博物館、

 審①子育て十か条は、５万の倉吉市民がすべてでき

るようになるとよい。親からやるようにしないとい

けない。 
後審①生涯学習の観点から、マイホビー、マイスポ

ーツを持つ重要性が言われているが、それを発展さ

せ、マイホームスポーツ、マイコミュニティスポー

ツもあってよい。 
後審①家庭・地域の落ち込み、社会も弱くなってい

る。地縁がなくなってきている。 
後審①地域で子育てと言われるが、何をして欲しい

のか、保護者は何をしているのかという声がある。

後審①生涯学習では個の要求だけを聞いているよう

な現状はないか。→地域づくりの中心 
後審①お金をかけないで人の輪づくり、それを活用

後審①学校が地域のコミュニティー的な機能を果た

す（多機能、世代間交流）→学校支援地域本部等の

活用、家庭学習支援 
後審①衣食住に関わる基本的生活習慣や社会のマナ

ー・ルールを子どものうちから身につけていくため

に、学校、家庭も含めた地域社会全体で意識をしな

がら、子どもと関わっていかなくてはならない。生

きる力、人間力は、地域や学校以外の社会と交わり

関わることによって、身につきより育まれていく。
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図書館等）をしっかりと活用するシステムづくりが大

切だと思う。 
・地区ごとの教育を考える会の実施により、学校は

地域のものだという意識が深まったのでは。 
・ 地域に貢献して満足した経験を重ねることが

大切。「～してもらう」感覚に慣れてはいけな

い。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

・ 
 
 
 
 
 

(11)地域の学校サポート体制づくりを図ること。 
○「地域」＝「学校の応援団」となり得る組織づく

りを検討する 
・声掛け、防犯などで、地域の力が大切。地域の人が

あいさつや声かけをし、守ってくれる。地域がキーと

なると感じている。 
・地域は学校の応援団になるべき。公民館が地域の責

任を助け、学校と協力していく。学校は地域との門を

閉ざしてはいけない。 
・公民館は地域の拠り所（子どもから大人まで）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 地域と共につくる開かれた学校教育の推進（再

掲） 

１ 創意と工夫を生かした活力ある学校づくり（再

掲） 

 各学校が創意工夫のもと地域の実態に応じた特色

ある教育活動を展開し、活力ある学校づくりに努めま

す。 
＜具体的な取組＞ 
 ① 「明日の倉吉の教育を考える委員会」の提言を

受けた取組の推進 
② 家庭や地域社会と連携した児童生徒や地域に関

する実態把握の推進 
③ 全教職員が参画した創意と特色ある教育課程の

編成 
④「創意と特色ある学校づくり推進事業」の有効活用 
 

教委⑦現在は教育を考える会を行っているが、学校

応援団組織をどう機能させていくのか議論が必要。

１０年先を考えると、学校は地域が責任を持って面

倒見るという意識が必要ではないか。学校運営につ

いて保護者、地域が参画していくという思いやシス

テムが必要である。 
教委⑦学校が出した学校運営に関する原案について

理事会で協議し、決定した内容について学校が実施

していくという方向となっていくのではないか。 
教委⑦先生は多忙であり、できることは保護者がや

って先生には授業に専念して欲しい。ここまでは先

生、ここからは保護者が自由にとしてはどうか。 
教委⑦教委があり各学校がある今の形だが、１０年

後は教委もどうなっているかわからない。 
教委⑦学校理事会もいろいろある。文科省も学校支

援地域本部事業をやっており、やらずに済まされる

ものではなく、研究しておかないといけない。教育

を考える会があるのでそれをうまく使うと良いので

はないか。 
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重点施策Ⅴ 家庭教育の充実 

家庭教育の重要性を保護者が自覚し、家庭での基本的生活習慣や学習習

慣の確立等について取り組めるようにしていくとともに、相談体制の整備

など保護者が子育てしやすい体制づくりを推進していきます。 
 

〈主要施策〉 
  ○子育て支援体制づくりの充実 

  ・「倉吉子育て帳」の作成・活用 
  ・「倉吉子育て十か条」の普及 
  ・（放課後児童クラブ等の充実） 
○保護者の子育て相談体制の整備・充実 
  ・幼稚園・保育園、小学校、中学校との相談体制の継続 
  ・中部総合教育相談センターの設置・活用 

  ○子育て支援に向けた企業との連携 
    ・家庭教育協力推進企業制度の活用（再掲） 
 

(２)家庭教育の重要性を保護者が自覚するための具

体的計画を立てること。 
○家庭環境の変化にともなう子育て支援の体制づく

りを図る 
○おとな像（保護者像）のモデルづくりを図る 
○就学前から高等学校までの長期的視野にたった、

系統性ある保護者会活動や研修の計画を立案する 
○子育て支援に向け産業界（企業など）への協力を

要請する 
○子育ての参考となる「倉吉市子育て手帳（仮称）」

の作成を行う 
○保護者は子どもに何を継承していくべきと考えて

いるのか調査活動を行い、その結果を活用する 
・小中学生の父親をＰＴＡ各部の役員に組み入れるこ

とを提言している。 
・保護者、家庭の部分が大切。学ぶ力の基礎は生活

習慣。人間としての基礎ができていないと学ぶ力にな

らない。 
・一人親の家庭が４割にも及んでいる現在、時間的

にも経済的にも厳しい家庭が多い。 
・保護者自身の体験が足りない。 
・一人親家庭の割合が増えている。一人親が悪いわけ

ではないが、問題も多く抱えている。ＰＴＡとしても

対応しきれない。自分の子どもだけしか見ていない

（他の子のことが考えられない）親が多いように感じ

る。 
・家庭（親）の経済力が学力にも間接的に影響して

いる。 
・保護者が子どもに接する時間を確保していくなど、

親の働いている職場の環境も大切。そういった面から

各企業に協力を依頼していくことも必要ではないか。

・県も「家庭教育推進協力企業制度」を設け、参観

日の折に休暇をとりやすい仕組みをとっていただく

など、多くの企業に協力いただいている。このような

制度を有効的に活かしていくことも市として考えて

ほしい。 
・企業との連携もそうだが、福祉との連携も密にし

ていくことが重要。企業（職場）、福祉、教育がしっ

かりと手を結んだ形でのサポート体制の構築を考え

てほしい。 
・親であるという当事者意識を持つことが大切。 

 審①保護者会の活動も後退しているのではないか。

学校と家庭を両輪として子どもを見ていく体制を作

っていくことが必要。 
審①中学校では不登校も長欠も増えている。家庭の

温度差もあるが、子どもにとってプラスになるので、

ＰＴＡの活動を活発にするなど家庭を巻き込んでや

っていくことが課題である。 
審①保護者がつながれば子どもにもよい影響が出る

と考えＰＴＡ活動に取り組んでいる。 
審①地域と学校、保護者と地域という関係も薄くな

っている。あいさつ運動等に地域で取り組むことも

よい。学校だけでの問題解決は難しい。 
審①学校の先生方は一生懸命やっている。大人がち

ゃんとやれば、子どももできるようになる。あいさ

つ運動でも、学校ではできるが親がしないとできな

くなる。 
審①答申を出すときにも、家庭教育を最初に出すべ

き。大学でも学生に問題を感じる時は、やはり親に

課題がある。親の気持ちが安定しているといい方向

にいけるが、親が一緒に揺れていると子どもはさら

に大きく揺れる。家庭教育がまず大事である 
後審①学校教育振興基本計画であると同時に家庭教

育基本計画であり、社会教育振興基本計画でなけれ

ばならない。学校教育の名の下に子どもの養育は学

校現場に重きを置かれているが、家庭教育・社会教

育も同等の責任を持たなければならない。つまり、

同等の施策が必要。 
教委⑥小学校入学前からいろいろと話ができるグル

ープを作ったらどうか。小学校入学後にも学校教育

に参画できる企画が必要。最低限「１０か条」のよ

うな当たり前のことができるようになって欲しい。

教委⑥親父の会などＯＢが参加するというのはどう

か。また応援団として団体で活動するだけでなく、

都合のよい日やできる内容を登録しておいて、個人

的にできる時にできることをするというやり方もあ

る。 
教委⑥親はこういう役割を果たすというようなこと

が教えられていないのではないか。親の自覚という

ものを学ぶ場などないのでは。 
教委⑥昔の親は善悪を教えていた。今の親は損得を

教えている。善悪を教えて欲しい。 
教委⑥「１０か条」は一歩踏み出したことになる。

家庭での姿を再確認するものができたということ。

教委⑥親のニーズをもっと知るべきではないかと思

うが、昨年「伝えたいしぐさ」などを調べたことを

大事にしていきたい。そうやって調べたものをいつ

の機会にどういう手段でと考え、手立てしていかな

いといけない。 
教委⑥「１０か条」のチェックリストを作るのはど

うか。 
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(３)保護者の子育て相談体制の整備を行うこと。 
○子育て相談を実施するセンター機能を有した施設

を設置することを検討する 
・子育てに関わるお母さんのケアが必要だと思う。 
・親の支援については、福祉と連携するような取り組

みをはじめている。 
・お母さんが相談できるような場があればいいと思

う。 
・そもそも親としての教育を受けていない。親とし

て、子に対して何をしてやるべきかがわかっていな

い。親が子育てに悩んだときにどこで誰に相談すれば

いいかがわからない。相談場所が豊富でない。 
・何か困りごとがあるとき、どこに相談すればよいの

かわからないとの保護者の話をよく聞くことがある。

諸々の相談を総合的に受け付けるような窓口をせめ

て中学校 区に一つは設置していくことを検討しても

らいたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 審①母親の不安定さが子どもに大きな影響を与える

ケースがあり、母親の支援体制が重要となっている。

（母と子が一緒にカウンセリングを受けたり、教職

員が母の気持ちを聞く姿勢を伝えたりして成果を上

げた例あり） 
審①母子支援施設にはＤＶ等のマイナスの体験をし

ている子どもがあり、専門的な関わりが必要となっ

ている。母親との関わりの強化がキーポイントとな

っている。 
教委⑥家庭は今密室になっている。親自身の居場所

づくりをして、みんなで集まって何かをすることを

考えないと、個々にまかせておいても結果は得られ

ない。 
教委⑥どういう子に育てたいのか保護者に聞いても

答えがないことがある。どんな子に育てたいのか話

し合ったり、アドバイスをしたりできるような会が

必要ではないか。 
教委⑥困り感があっても相談に行かない大多数の人

をどうするかということが問題。 
教委⑥どういう場面で親学を学ぶのかという体制づ

くりが必要。相談体制づくりやどこが担当するのか

なども整理が必要。 
教委⑥中学卒業後２０才ぐらいまでが隙間の年代に

なってしまうので、そういう年代に訪問相談などを

行えるとよい。 
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重点施策Ⅵ 幼児教育の充実 

保育園・幼稚園と小学校の連携を充実させ、基本的生活習慣の定着や規

範意識の育成及び他者との関わり等について幼児期の教育の充実を図りま

す。また、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るため、教職員の交流

により、教育・保育内容の相互理解及び指導の在り方についての研究を行

います。 
 

〈主要施策〉 
  ○幼稚園・保育園、小学校の連携推進 
    ・「倉吉市幼児教育研究会」の設立、連携の強化 
  ○幼児の子育て支援体制の継続・充実 
    ・系統的な子育て相談体制の確立（乳幼児・５歳児検診、就学時健診等） 
    ・中部総合教育相談センターの設置・活用 
    ・「倉吉子育て帳」の作成・活用（再掲） 
 
 

(４)体験活動を重視した保育を計画するとともに、保

育園・幼稚園・小学校の連携推進を図ること。 
○健やかな成長のための経験・体験活動を組み入れ

ていく 
○保護者への子育て支援のあり方を検討する 
○「倉吉市幼児教育研究会」を設置し、学校教育へ

のスムーズな接続のあり方を検討する 
・子どもは、乳幼児期から大人の生活のリズムに巻き

込まれている。家庭を支えないと、子どもが崩れてし

まう。 
・五感を通した様々な体験をさせていく。 
・乳幼児・５歳児検診における子育てのための相談

や研修を充実させる。 
・保育園の広域化が進んでいる。「地域の子を育てる」

という面がやや疎かになってはいないか。 
・就学前の教育と小学校教育との接続を考える必要が

ある。 
・保育園や幼稚園と小学校とのスムーズな接続を図る

ための「保幼小研究会（仮称）」の設置を検討してみ

るのも良い。 
・保幼と小学校との連携が大切はもちろんである。中

学校との連携はどうなのか。 
・中学校で例えば何かの問題行動がある。さかのぼっ

ていくと幼児期の教育のあり方に起因しているので

はないかという事例も結構ある。 
・幼児期の教育は大切。小学校の時には出てこなくて

も、中学生の思春期くらいになると一気に問題行動と

して出てくる場合がある。 
・保育のやり方が変わることで、育っていく子どもの

姿が変わることがあるのではないかと感じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 審①幼児教育の場面では、母親との関係が出来てお

らず子どもの情緒が不安定で、それが発達遅滞とな

っていると思われるケースがある。 
審①小さな子がいて会に参加できないので、他の方

との交流ができない。また子どもも他の子となじめ

ないという状況がある。 
審①子育て不安は幼稚園の時から始まっており、園

でもできるだけ保護者と向き合いながら取り組んで

いる。 
審①幼児教育は重要であり、倉吉市幼児教育研究会

を立ち上げ保幼小連携をしようとしている。 
審①保育指針が平成２１年度改訂され、小学校との

連携ということが入っている。また倉吉市の小学校

の校長会の来園があるなど、保小連携を行っている。

審①幼児教育が振興基本計画にきちっと見えるよう

にして欲しい。 
審①平成２２年２月に立ち上げた倉吉市幼児教育研

究会は公立・私立の保育園・幼稚園の園長、小学校

の校長も会員。一緒に取り組んでいきたい。 
審①子ども家庭課とも連携していく。 
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（４）学校・学級の適正規模、校区のあり方についての検討 

 児童生徒数の減少を踏まえ、子どもたちが望ましい成長をするための学校・学

級の適正な規模、また校区の弾力的な運用、学校選択制のあり方について検討す

るとともに、検討した結果について広く市民の意見を聞き、今後の方向性を出し

ていきます。   

 ○学校・学級の適正規模、校区の再編を含めた校区のあり方について原案を出

すものとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(12)子どもたちが望ましい成長をするための学校・学

級の適正な規模についての検討を行うこと。 
○切磋琢磨するのに適した集団（学習、遊び、スポ

ーツ）が２０人から３０人程度であることの検証を行

う 
○地域に根ざす学校づくりに取り組む 
・子どもがどんどん減って行事ができない学校もあ

る。ある小学校では３人の学年もあった。お年寄りは

地域の学校を残してほしいという願いをもっておら

れるが、若い保護者の中には多人数の学校で学ばせた

いという意見もあると聞いた。少人数でよいところも

よくないところもある。本市においても、そういう方

向も考えてほしい。 
・集団で切磋琢磨する力も落ちてきている。少人数で

は他人との関わりが薄い。子どもの数が減っている状

況で、学校で今まで取り組んでいた事が難しく、効果

を発揮できなくなってきている。 
・一学級に２０～３０人程度、欲をいえば各学年複

数学級ある学校の姿が、子どもの育ちの面から考え

ると良いのかなとも思うが。 
・学校の適正規模を検討した上で、その効果が本当に

あるのかどうかの検証を。 
・小規模校の利点、課題は何なのかを検証した上で

次のことを考えていくべき。 
・集団規模で教育効果がどのように変わるのかの検

証をしてほしい。そこがスタート。これは教育行政が

やっていくべきことだ。 
・小学校では２５人くらいが良い。学年１クラスでは

不十分。２クラスはほしい。 
 

 後審①学校間においても、規模の大小によって、基

本的生活習慣や様々な体験の量・質、情報の量・質

等の格差を埋めることはできず、むしろ、埋める手

立てが充分に取れない状況があるのではないか。 
後審①都市部と地方、市街地と農村部という地域の

実態の差も、子どもたちの生活リズムや体験・経験

に大きな影響と較差を産んでいる。しかし、生きて

いく上で向上心や一つの自信があれば、生涯の学び

の中で自らを磨いていく。 
 
後審①子どもたちが望ましい成長をするための学

校・学級の適正な規模についての議論検討を地域へ

メリット・デメリットを示しながら、教育保障・進

路保障・格差是正の観点から課題の克服に向けて、

早急に取り組まれることを望む。 
後審①1 クラスは４０人だが、義務教育の間はなん

とか４０人を割っても２学級編制ができるように検

討して欲しい。 
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 (13)校区のあり方について検討を行うこと。 
○校区の弾力的な運用、学校選択制のあり方について

検討する 
・クラスだけでなく、地域のスポーツ、スポ少などで

も人数が集まらない問題もある。他の校区に混ざるな

ども、家庭の支援が必要。 
・部活動の関係で行かなければならない中学校以外の

学校に進みたいという要望が増えてきているとの話

も聞く。地域を大事にする子どもを育てる観点からみ

ると校区という考えは必要に違いないが、弾力的な運

用も考えざるを得ない状況もあるのでは。 
・この問題を考えていく上で、倉吉全体の状況がわか

るような資料を提示してもらった上で協議ができれ

ば良いと思う。 
・倉吉は中部地区の中核をなす。他町との連携を考え

てみる必要もあるのでは。 
・何かを現在と変えていこうとするのなら、学校やＰ

ＴＡ、地域等への相談は早めにしていくことが大切だ

と思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 後審①少子化の状況でどうやって地域づくりをして

いくか←校区にこだわっていては無理 
後審①人口減によりスポーツ、芸術分野でもやりた

いことができなくなる。 
後審①学級・学校規模等に関わり現状での問題点、

課題を提示し地域へ説明してく必要がある。地域の

人でつくるという意識を持つ必要が有る。「教育を考

える会」も活用できる。人数が少なくて困っている

こと等北谷地区等に聞くなどもよいのではないか。
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重点施策Ⅸ 教育助成の充実 

学校や地域がより一層輝きを放つために、教育研究を実施すると共に、

研究団体等や就学援助事業等に関する援助を行います。 
 
〈主要施策〉 

  ○教育研究団体等への援助 
    ・倉吉市初等教育研究会、倉吉市中学校教育振興会への援助 
    ・小・中学校体育連盟等事業 
    ・連合音楽会、金管バンドフェスティバル、中学校文化連盟等事業 
  ○就学援助事業等の周知と適切な執行 
    ・就学援助事業 
    ・遠距離通学費補助 
    ・特別支援教育就学奨励費 
    ・へき地教育援助費 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅴ その他教育研究の実施、研究団体等や就学援助事

業等に関する援助 

 学校や地域がより一層輝きを放つために、教育研究

を実施すると共に、研究団体等や就学援助事業等に関

する援助を行います。 
１ 研究団体等への援助 

＜具体的な取組＞ 
① 倉吉市初等教育研究会（教育課程研究・学校教育

推進事業・学力向上推進事業） 
② 倉吉市中学校教育振興会（教育課程研究・学校教

育推進事業・学力向上推進事業） 
③ 小・中学校体育連盟等事業（各種体育大会） 
④ 連合音楽会、金管バンドフェスティバル、中学校

文化連盟等事業 
２ 就学援助事業等に関すること 

＜具体的な取組＞ 
① 就学援助費：学用品費、通学用品費、修学旅行費、

校外活動費、医療費、給食費等 
② 遠距離通学費補助（小学校片道４ｋｍ以上、中学

校片道６ｋｍ以上） 
③ 特別支援教育就学奨励費：学用品費、通学用品費、

修学旅行費、校外活動費、 
  給食費等 
④ へき地教育援助費（分校、寄宿舎） 

 

 

（３） 

倉吉市教育振興基本計画の推進に向けた体制づくり 

 ○倉吉市教育委員会の活性化 

   ・教育に関する事務の点検・評価の推進、委員の活動強化 

 ○学校教育施設・社会教育施設の整備運営 

   ・河北中学校移転、耐震化の推進  

   

 


